
校正 Tt

試料

空気層100% 全光線透過率

Td

試料

拡散透過率

従来法
ASTM D1003-61,  JIS K 7105-1981

入射光束

入口開口から
外に漏れる光

φ30㎜

50×50㎜

補償開口は白板でふさぎ、
積分球の壁とする。

積分球の効率

【＜】 【＞】

試料による反射光

試料による反射光の分
全光線透過率が高くなる。

出口開口が開くと、
拡散透過率が低くなる。

平行光線

Td

Tt
×100 = H

校正 τt

試料

空気層100%

τd

試料

全光線透過率のみ補償法
ISO 13468-1:1996,  JIS K 7361-1:1999

【＝】 【＞】

反射光は相殺される。 出口開口が開くと、積分球の効率が変化する。

τd

τt
×100 = H

出口開口から
外に漏れる光

試料

ライトトラップBOX

試料による
反射光も考慮 出口開口から

外に漏れる光

校正 (τt )

試料

(τd )

試料

ヘーズのみ補償法
ISO 14782-1:1999,  JIS K 7136:2000

【＜】 【＝】

(τd )

(τt )
×100 = H

ライトトラップBOX

※ (τt ),(τd )は
真値ではない。

ライトトラップBOX ヘーズ補償用白板

校正 τt

試料
空気層100%

τd

試料

すべて補償法
ISO 13468-1:1996,  JIS K 7361-1:1999

【＝】 【＝】

τd

τt
×100 = H

試料

ライトトラップBOX

ISO 14782-1:1999,  JIS K 7136:2000

ライトトラップBOX ヘーズ補償用白板

HR-100 積分球を上から見た図

白板φ30㎜

出口開口

受光器開口

入口開口

補償開口（反射測定窓） ※ ゼロ調整と迷光補正の説明は省略

HR-100 の透過測定

従来法と補償法の測定手順


